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研究成果の概要（和文）：日常身体活動・行動と関連する地域の物理的環境を成人と子どもにおいて明らかにすること
を目的とした。全国地域を比較するためのデータベースを地理情報システム(GIS)により構築し、住民の交通行動との
関連を解析し、その有用性を検討した。身体活動・行動調査のため、加速度計とGPSの統合分析ツールを開発した。近
隣環境認知・身体活動・行動調査のため、簡便な調査票を開発した。
東京・近郊・地方都市を対象とした住民調査の結果、地域の特性に関わらず共通した環境（各種施設への近接性、道路
の接続性等）、地域特性によって異なる環境（景観、安全性等）が身体活動・行動と関連することが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of the study was to clarify the influence of objective and subjective 
neighborhood physical environmental characteristics (PEC) on daily health related behaviors (HRB) includin
g physical activity among children and adults. As an assessment method of objective PEC in municipalities 
nationwide, we built a comprehensive database by GIS (Geographic Information System). As an objective asse
ssment method of people's HRB, we created an analytical tool to combine the measurement data of the accele
rometer and GPS. A simple questionnaire of people's perception of PEC and HRB was developed. To clarify th
e association between PEC and HRB, population-based surveys were conducted in metropolitan Tokyo, suburban
 areas and local cities where PEC were largely different. The study results revealed PEC (e.g. accessibili
ty to service facilities and street connectivity) which were commonly associated with HRB in all regions, 
and other PEC (e.g. aesthetics and safety) particular to each region. 
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1．研究開始当初の背景 

日常生活における身体活動（徒歩、運動を含む）

が少ないことは、種々の慢性疾患の罹患・身体機能

の低下・精神的不健康等と強く関連することから、身

体活動を増やすことが広く推奨されている。しかし、

身体活動推奨基準に満たない人の割合は高く、また

その増加が懸念されている。 

人々の身体活動に影響を及ぼす要因として個人

の社会的・心理的・人口統計的要因等が注目されて

きた。しかし、これらの要因による説明力は十分では

なく、近年欧米を中心とした研究により、居住地域の

物理的環境要因（ここでは都市構造、各種施設への

近接性、道路の整備状況、住宅密度等）の影響が注

目されている。また居住地域の物理的環境は身体活

動のみならず外出・座位・交通行動等にも影響するこ

とが考えられている。 

しかし、地域の物理的環境条件は、地域によって

異なる。そのため、国内地域のどのような物理的環境

または住民の環境認知が日常身体活動・行動に影

響を及ぼすかについては明らかでない。 

 

2．研究の目的 

本研究は、成人のみならず子ども（幼児と中学生

徒）をも対象とし、日常身体活動を含む外出・座位・

交通等行動に影響を及ぼす居住地域の物理的環境

特性を特定すること、またこれら両者間の関連が地域

特性別に異なるか否かを明らかにすることであった。 

 

3．研究の方法 

(1) 国内地域（市町村別）の物理的環境を客観的に

計測・評価するために、地理情報システム（GIS: 

Geographic Information System）により、① 地域

集計データの空間的整理、② 近隣地域単位及びメ

ッシュ単位による土地利用面積構成比データを作成

した。③ 東京都市圏の 189 地域を対象に地域の物

理的環境と住民の交通行動（鉄道・地下鉄、路線バ

ス・都電、自動車、2 輪車、自転車、徒歩による平均

移動時間）との関連についての検討を行い、① と② 

の有用性の検討を行った。 

(2) 地域調査における対象住民個々人の居住地及

び居住地区別の近隣環境を GIS により客観的に評

価する方法を開発し、住民調査にてその有用性を検

討した。 

(3) 人々の近隣地域環境の認知についての調査を

行うために、文献研究等により選定した調査項目に

ついて、住民調査にて項目間整合性、繰り返し調査

による信頼性の検討を行った。 

(4) 人々の日常身体活動・行動を評価するための方

法を選定・評価・開発するために、加速度計と小型全

地球測位システム（GPS: Global Positioning 

System）により測定したデータの統合分析ツールを

開発し、加速度計、GPS、GIS を同時に利用して身

体活動パタンを客観的に評価する方法を開発し、住

民調査にてその有用性の検討を行った。 

(5) 文献研究等により選定した身体活動・行動調査

項目について、その妥当性・信頼性を、住民調査に

て検討した。 

(6) 身体活動・行動に影響を及ぼす居住地域の物理

的環境特性を特定することと、両者間の関連を地域

特性別に明らかにするために、物理的環境特性が異

なる地域の選定を行い、住民調査方法について検討

し、① 大都市東京都区における住民調査、② 近郊

都市における住民調査、③ 地方都市における住民

調査を行い、身体活動・行動と居住地域の物理的環

境との関連について解析した。同時に、大規模地域

住民調査データを 2 次利用し、④ 物理環境が異な

る近接地域における住民の身体活動・行動の比較検

討を行った。その上、住民の身体活動・行動への⑤ 

気候、⑥ 膝・腰痛、⑦ 教育と所得の影響について

の検討を加えた。 

(7) 子どもの身体活動・行動と居住地域環境との関

連を明らかにするために、① 乳幼児の身体活動・座

位時間と近隣地域・家族環境、② 生徒の身体活動・

座位時間と社会的支援状況・近隣地域環境、③ 生

徒の身体活動・座位時間と肥満との関連についての

解析を行った。 

最後に、日常身体活動・行動と健康状態との関連

の確認を目的とし、(8) 日常身体活動・行動と主観的



健康感、(9) 日常身体活動・行動の変容がその後の

健診結果に及ぼす影響について検討を加えた。 

 

4．研究の成果 

(1) 構築したデータベースにより、国内地域間の物

理的環境を客観的に比較検討できるようになった。ま

た、地域の物理的環境と住民の交通行動との関連に

ついての解析により、交通行動が物理的環境により

異なることが明らかになり、本研究で構築した物理的

環境データベースの有用性が示された。 

(2) 開発した住民個々人の居住地の近隣環境の評

価方法を、実際の住民調査の際に用い、ビジュアル

化した比較、また身体活動・行動等との関連の解析

に用いたことで、その有用性が確認された。 

(3) 近隣環境の認知についての調査項目として選定

した近隣環境認知指標（ANEWS）日本語版の各項

目は、国際的に広く用いられており、本研究結果から

もその信頼性、内的整合性とも中～高程度であった。

しかし、調査項目数が多く、一部の項目の内容が日

本の地域環境からはややわかりにくかったことから、

非回答が多くなることが判明した。そこで、調査項目

を整理しなおし、簡便な調査票を作成した。 

(4) 加速度計と GPS により測定したデータを統合分

析し、GIS 上に図示することで、利用場所（屋内・外

を含む）が特定でき、場所別身体活動の強度・時間・

頻度の評価が可能であった。 

(5) 身体活動の評価方法として選定した国際身体活

動調査票（IPAQ）日本語版は、国際的にも広く用い

られており、本研究の結果、その妥当性、信頼性とも

に中～高程度であった。しかし、調査項目数が多く、

大規模集団調査には不向きであった。そこで、日常

身体活動をその目的別に問う成人用身体活動時間

調査票、子ども用身体活動時間調査票を作成した。

その結果、妥当性・信頼性とも中～高程度であったこ

とから、歩数計・加速度計と並行して使うことで、正確

な身体活動の評価が可能であることが示された。 

(6) ① 大都市圏東京都区の住民調査結果から、客

観的近隣環境指標では徒歩圏内に公園・運動場が

あること、スポーツ施設があることが、近隣環境認知

指標では住宅・商業等施設が混在（各種施設等の多

様性）していること、道路の連結性がよく、景観がよい

ことが日常の徒歩時間・歩数と有意に関連していた。 

② 近郊都市における住民調査結果からは、住

宅・商業等施設が混在（各種施設等の多様性）して

いること、道路の連結性がよいことは、歩行時間が長

く、座位時間が短いことと正の関連が示された。 

③ 地方都市における調査結果から、住宅・商業

等施設の混在（各種サービス施設等の多様性）、道

路の連結性、徒歩圏内に公園・ウォーキング道路が

あることが運動習慣、近所での歩行時間と有意に関

連することが示された。 

以上の 3 つの地域調査研究結果から、住民の日

常身体活動・行動に関連する近隣環境は地域規模

または物理的環境などの特性に関わらず共通したも

のがある一方で、地域によって、関連する近隣環境

が異なることが示された。 

④ 同じ地域の中で、近接していながら物理的環

境が大きく異なる地区を選択し、住民調査を行った。

その結果、客観的物理的環境のうち世帯数、各種サ

ービス施設の数、道路の総距離、横断歩道の数、歩

道の総距離、道路の幅ともに両地区間に有意な差が

みられたものの、1日当たりの総歩数、余暇時歩行時

間ともに有意な差は観察されなかった。 

⑤ 気候の影響をみるために、冬期降雪地域おけ

る近隣環境と日常身体活動との関連を検討した。そ

の結果、主な関連は高年層で観察され、男女とも世

帯密度と道路の連結性が徒歩時間と、女性では各種

サービス施設への近接性が高いことが徒歩時間と有

意な正の関連が示された。冬季降雪地域では特に高

年層は日常生活が近隣地域に限られ、近隣地域環

境の影響を受けることが示唆された。 

⑥ 膝・腰痛の影響をみた研究の結果、腰痛のある

人は、駅・バス停などが自宅から簡単に歩いて行ける

範囲にない場合、身体活動の推奨量を満たさない人

が多いことが示された。一方、膝痛の人における近隣

地域環境の影響は観察されなかった。公共交通機関

が利用できない、または膝痛により歩行行動が不自

由な人は乗用車が主な移動手段となるので、近隣地



域環境の影響を比較的受けにくいことが考えられた。 

⑦ 教育と所得の身体活動・行動への影響につい

て検討した結果、男女とも学歴と身体活動との関連

はみられなかったものの、所得との関連が観察され、

所得が高い人で運動を習慣的に行っている人の割

合が有意に高いことが示された。 

(7) ① 乳幼児の身体活動・座位時間に影響する近

隣地域・家族環境についての研究の結果、近隣地域

に一緒に遊ぶ友達がいないこと、核家族であることが

外遊び時間が短いことと、母が専業主婦であること、

近隣地域に一緒に遊ぶ友達がいないことはテレビ等

視聴時間が長いことと有意に関連することが明らかに

なった。 

② 生徒の身体活動・座位時間と近隣環境との関

連を検討した結果、男子は世帯密度が低い近隣環

境で自転車利用時間が長く、女子は世帯密度が高

い近隣環境で歩行時間が長く、近隣に歩いて楽しい

場所がある場合、男女とも歩行時間が長く、女子の自

転車利用時間が長いことが示された。 

③ 生徒の身体活動・座位時間と肥満との関連を

検討した結果、中・高強度身体活動時間が長い生徒

は座位時間とは独立して過体重の割合が有意に低く、

家族・友人からのサポートがあること、女子では母親

が中・高強度身体活動を行うことと有意に関連し、座

位時間のうちゲーム・パソコン利用時間が短いことが

明らかになった。 

日常身体活動・行動と健康状態との関連を再確認

するために、下記 2つの検討を加えた。 

(8) 日常身体活動・行動と代表的な健康指標の一つ

である主観的健康感との関連を明らかにするために、

運動 1項目、食生活 5項目、睡眠 1項目、喫煙 1項

目、飲酒 1項目の 5つの健康行動との関連を検討し

た。その結果、全ての健康行動それぞれの実践者に

主観的健康感が高い人が多く、実践している健康行

動の数が多くなるごとに主観的健康感が高い人の割

合が高くなることが示された。健康行動の組み合わせ

では、「運動と飲酒」「運動と食生活と睡眠と喫煙」の

実践者で、特に主観的健康感が高い人が多いことが

示された。 

(9) 日常身体活動・行動の変容が 1年後の定期健診

結果に及ぼす影響を明らかにすることを目的とし、喫

煙 1項目、飲酒 2項目、睡眠 1項目、運動 3項目、

食事 4項目、体重管理 1項目の計 12の行動の変化

が翌年のメタボリックシンドローム新規発症に及ぼす

影響について検討した。その結果、運動習慣、歩行

時間、歩行速度の身体活動量に関わる行動と体重管

理については、悪い習慣の維持のみならず、良い習

慣をやめてしまったことでメタボリックシンドローム新

規発症のリスクが高いことが示され、日常身体活動の

重要性が再確認された。 

以上、本研究は様々な角度から、居住地域の近隣

環境の客観的・主観的な指標ついての調査研究を

行い、健康行動として日常身体活動を中心に、地域

特性別に居住地域の近隣環境との関連を成人と子ど

もにおいて明らかにした。また、身体活動を含むその

他の健康行動に及ぼす教育・所得、気候、慢性的痛

みの影響についての検討を加えるとともに主観的健

康感、１年後の健診結果への影響をも明らかにした。 

残された課題として、人々の日常身体活動・行動

に影響を及ぼす居住地域の物理的環境のみならず、

社会的環境の影響が注目されつつある。例えば、地

域の文化、政治･政策、経済、保健医療行政･サービ

ス等とともに、いわゆるソーシャルキャピタルとしての

住民間の信頼関係、ネットワーク、規範などの社会的

環境の影響である。今後は、地域の物理的環境と社

会的環境の両者間の関連を明らかにするとともに、

人々の健康関連行動への両者の影響を同時に検討

することが求められる。 

なお、本研究成果の一部は、本研究ホームページ

「健康を支援する地域社会環境」を作成・公開した。 
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